
に
し
か
わ

つ

島
根
。西
川
津
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
島
根
県
松
江
市
西
川
津
町
原
の
前

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
四
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
島
根
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
西
尾
克
己

５
　
遺
跡
の
種
類
　
河
川
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

西
川
津
遺
跡
は
、
隣
接
す
る
原
の
前
遺
跡
や
タ
テ
チ
ョ
ウ
遺
跡

（本
誌
第

一

六
号
）
と
と
も
に
、
松
江
市
街
地
の
東
を
流
れ
る
朝
酌
川

（『出
雲
国
風
上
記
』

中
　

で
い
う
水
草
川
）
流
域
に
所
在

す
る
低
湿
地
遺
跡
で
あ
る
。
縄

文
時
代
か
ら
近
世
ま
で
の
各
時

代
に
わ
た
る
遺
構
や
遺
物
が
発

見
さ
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け

弥
生
時
代
の
も
の
が
多
く
、
宍

道
湖
周
辺
に
点
在
し
た
拠
点
集

落
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

奈
良
時
代
か
ら
中
世
に
か
け

2000年出上の木簡

(松 江)

て
も
、
川
沿
い
の
生
活
を
窺
わ
せ
る
遺
物
が
数
多
く
出
土
し
て
い
る
。
須
恵
質

の
土
馬
や
木
製
の
斎
串

。
人
形

。
呪
符
な
ど
の
祭
祀
遺
物
や
、
木
製
の
塔
婆

・

巡
礼
札

・
木
像

（仏
像
か
）
な
ど
仏
教
信
仰
に
関
わ
る
出
土
品
も
認
め
ら
れ
る
。

今
回
紹
介
す
る
木
簡
は
木
製
の
塔
婆
で
、
本
遺
跡
Ⅲ
区

（Ｄ
区
左
岸

松
江
市

立
川
津
小
学
校
付
近
）
の
旧
朝
酌
川
の
上
手
に
打
た
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
杭

は
大
小
四
〇
本
程
あ
り
、
そ
の
中
に
塔
婆
を
二
次
利
用
し
た
も
の
が

一
〇
本
認

め
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
文
字
の
確
認
で
き
た
五
点
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

そ
れ
ら
は
九
木
を
半
我
し
、
そ
の
割
ら
れ
た
面
に
文
字
を
書
い
て
い
る
。
裏

側
は
加
工
が
な
さ
れ
ず
、
皮
が
付
い
た
ま
ま
で
あ
る
。
材
質
は
松
が
多
く
、
落

葉
樹
も
混
じ
る
。
上
部
を
尖
ら
せ
、
塔
婆
を
表
す
刻
み
を
入
れ
、
さ
ら
に
上
端

部
を
墨
で
塗
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
杭
と
す
る
た
め
に
先
端
を
三
角
に
削

っ

た
も
の
も
存
在
す
る
。
時
期
は
、
年
号
が
書
か
れ
た
塔
婆
が
三
本
あ
り
、
江
戸

時
代
中
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

（タ
ラ
ー
ク
）

挙

是

企
誤
）
×
蔵
ぼ
　
ｏ２

Ｇ
伽ｅ
×
戯
協

ｏ２

尊
趣者顛訓
麒紳功徹剌附に脚個囲勒敷妙真禅尼
＝
　
　
９

１
第
三
廻
忌
之
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（麗
×
戯
留

ａ
Ｐ

(2)(1)

□
徳
未
年
□
□

□
□
□

□
□

□
□

六
□



―そ疹物

―

Ⅷ
ヽ ¨

鰯

一

脅

影 珍

多

ω

　

（討
托
不
動
明
王
無
口
住
所
但
住
衆
生

一
念
心
中
剛
剛
剛
＝

―
□
□
口
□
□

‐
□
□
□
□
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（醤
Ｘ
欝
⇔
冨

⑬

　

　

常

真

言

不

忠

×

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
霊

卜
×

げ

罵

Ｒ

Ｐ

ω
ｌ
９
は
、
上
端
が
尖
り
抗
状
に
な
っ
て
い
る
。
②
の
年
号
の
履
初
の
一
字

は

「正
」
と
考
え
ら
れ
、
未
年
よ
り
正
徳
五
年

（
一
七
一
五
）
と
推
定
さ
れ
る
。

９
の
尊
趣
は
尊
意
の
意
味
か
。
天
明
八
年
は
一
七
八
八
年
。
い
は
、
上
端
が
折

-0

―物

―

貶

鯵 ¨ 物

0-

れ
て
お
り
、
杭
状
か
ど
う
か
は
不
明
。
⑬
は
、
上
端
は
尖
る
。
尖
り
が
始
ま
る

部
分
に
三
条
の
平
行
の
刻
み
の
線
を
入
れ
る
。
尖
る
部
分
と
二
条
の
刻
み
の
線

に
は
墨
を
塗
る
。

９
　
関
係
文
献

島
根
県
教
育
委
員
会

『西
川
津
遺
跡
Ⅶ
Ｉ
朝
酌
川
中
小
河
川
改
修
事
業
に
伴

う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
　
第

一
二
冊
―
』
全
一〇
〇
〇
年
）（西
尾
克
己
）

貶影レタ
ー
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